
小松島市公共施設予約システム導入業務に係る 

提案書テンプレート 

 

提案書作成のポイント  

 

上記「提案書作成のポイント」を踏まえ、提案書（任意様式）を提出すること。 

なお、提案書は、次の１～６の項目について、番号順に作成し、具体的に内容を記載するこ

と。 

また、別紙「非機能要件書」の各項目について、要求水準を満たすことができない場合は、

その内容及び理由等を記載すること。 

  

 

１．提案概要 

①提案コンセプト（本業務に対する基本方針）  

本業務に対する基本方針、仕様書等から読み取れる本市の課題と解決方法、導入するシス

テムの将来性、キャッシュレス決済利用の考え方　など 

 

②システム全体像  

システムの構造図、データ容量、安定性 など  

 

③特徴・強み  

他者との差別化ポイント　など 

 

 ① 本業務の目的と期待する効果 

誰もが、いつでもどこでも、スマートフォンやパソコンで、施設の空き状況を検索し、

予約の申込みから使用料の決済を行えるシステムを構築し、利用者の利便性の向上並び

に管理業務の縮減を図りたい。 

 

② 現状の課題  

令和 9 年度より、生涯学習課スポーツ振興室が所管する施設を中心に、予約システム

の運用を開始するが、将来的には、他課所管の公共施設も予約システムに追加したい。 

しかし、公共施設の予約・使用料支払手続き等が課によって異なっており、市全体で統

一的なものとはなっていない状況である。 

加えて、市内外の方が利用できる公共施設や、市内の方が優先的に利用できる施設があ

るなど、公共施設の種類は多様である。 

また、使用料の支払いについては、現金のみであり、キャッシュレス等の多様な支払い

に対応できていない。 



２．システム機能  

①機能の充実  

予約、承認、料金管理、利用者管理、施設情報管理、抽選、利用者の属性別予約の制限、

フレキシブルな施設予約 など 

 

②施設予約 

　施設の検索のしやすさ、空き施設や施設の空き時間の見やすさ、予約のしやすさ　など 

 

③利用者登録  

情報の登録・変更時の操作の簡便さ、見やすさ など  

 

④施設登録  

情報の登録、変更時の操作の簡便さ、見やすさ など  

 

⑤キャッシュレス決済 

キャッシュレス決済への対応力（キャッシュレス決済の導入可能時期、クレジットカー

ド・電子マネー等の対応可能な決済手段、コスト、セキュリティ等）、還付処理の簡便さ、

操作の簡便さ、見やすさ など 

 

３．運用・保守  

①サポート体制  

問い合わせ窓口、対応時間、操作研修、トラブル対応、システム導入後の問合せ対応　など 

 

②障害対応  

対応フロー、ＳＬＡ対応 

 

③保守内容  

バージョンアップ 、改修対応 

 

④拡張性・将来性  

他システム連携 ・機能追加対応（料金及び減免率改正時など費用発生の有無） 

 

⑤リスク管理  

想定リスク・対応策 

 

⑥セキュリティ全般 

認証方式・通信暗号化・ログ管理 など 

 



４．導入スケジュール  

①導入スケジュール 

工程、内容、期間　など 

 

②進捗管理体制  

課題発生時のサポート体制 など 

 

５．実施体制  

①実施体制  

組織体制、スタッフの資格取得状況、役割分担、休日対応 など 

 

②トラブル支援  

トラブル発生時の支援体制、対応時間帯 など 

 

６．その他提案  

①その他提案  

付加価値提案、独自機能　など


